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体感！体験！バイオ実験・実習プログラム！紹介
ＯＰＥＮ ＣＡＭＰＵＳ ２０２４ [バイオ実験・実習編]

最近、いろんなところでAIという言葉を耳にしますよね？車の自動運

転やYouTubeなどの動画サイトにおけるレコメンド機能、そして最近話

題のChatGPTのような文章を作るAIなど、AIの活用範囲はますます広

がっています。これまでにないほどの便利さと可能性を持つAIは、バイ

オサイエンスの分野でも様々な革新をもたらしており、本学で行われて

いる研究においてもAIが活用されている例はたくさんあります。

今回の実習ではAIがバイオサイエンスの分野において、どのように応

用されているかを体験してもらいます。具体的な内容としては、「人に

感染する可能性のあるウイルスを見つける」という課題にチャレンジし

てもらいます。ウイルスはさまざまな病気の原因となることが知られて

いますが、どのウイルスが人に感染するかを予測する方法はまだ見つ

かっていません。長浜バイオ大学の研究グループは、AIを含むデータサ

イエンスの技術を使った研究を通して、ウイルスのゲノム情報が重要だ

とわかってきました。そこで、今回はAIの代表的な手法の一つである

「教師あり学習」を使って、AIにウイルスのゲノム情報を学習させます。

そして、そのAIを使ってどのウイルスが人に感染する可能性が高いかの

予測に挑戦したいと思います。この実習はパソコン操作に慣れてない方

や、AIに詳しくない方でも参加できる内容になっています。AIに興味が

ある方はぜひご参加ください！

2
AIってどんなことできるの？バイオデータサイエンス
の研究体験
-AIはヒトに感染できるウイルスを見つけられるのか？-

生物は、時々刻々と変化する環境に適応して生き抜く知能を有してい

ます。私たちはそのような生物の見せる優れた知能を、ロボット制御に

組み込みたいと考えています。新しいロボット学へ発展させるために、

実際に機械と生物を接続して、細胞や生物を部品として組みこんだサイ

ボーグを開発しています。本実験・実習では、我々の取り組みの一端を

ご紹介します。

みなさんは「クラゲ」をご存知だと思います。クラゲに知能があると

言ったらどう思われるでしょうか？もちろん、クラゲは人間のように言

語を操ることはできませんが、生き抜くための知能を有しています。例

えば、ミズクラゲは光の方向へ向かって進む性質を有しています。この

ことは、クラゲそのものを目視で観察しているだけでは一見分かりづら

いのですが、クラゲの行動情報をバイオデータとして抽出し、ロボット

にのせて制御することで、数値を使って解析をすることができるように

なります。つまり、バイオデータが生物知能とロボット制御をつなぐ

キーとなるのです。

本実験・実習においては、ミズクラゲの観察、コンピュータプログラ

ムによるバイオデータの抽出、ロボット制御を体験していただきます。

先端的な生物学と人工知能技術が欠かせないことを知ってもらえれば幸

いです。

1 バイオデータを使って生物知能を
ロボットに埋め込んでみよう

＜バイオ実験・実習プログラムについて＞

このプログラムでは、大学の先生や在学生と一緒に実験・実習を
体験して、大学での学びと雰囲気を知ることができます。

■申込方法

オープンキャンパス特設ページ(上記QRコード)内の申込フォー
ムより、参加日と参加プログラムを１つ選んでお申し込みください。
申込受付後、E-mailに申込完了メールをお送りしますので、ご確認
ください。

■申込締切

〇事前申込み：開催3日前の木曜日まで
〇当日申込み：当日11:00までに受付にてお申込みください。

■注意事項

当日は開始時間の30分前までに受付を済ませ、メイン会場まで
お越しください。開催内容は変更になる場合がありますので、大学
ホームページで最新情報をご確認ください。

日 時： 2024年8月4日(日) ・ 8月18日(日) 10：30～12：00 

バイオ実験・実習への参加を希望される方は、事前申し込
みが必要です。定員に達したプログラムは受付を締め切りま
すので、お早めにお申し込みください。
※総合型選抜(オープンキャンパス参加型)にエントリーする
方は、必ず事前にお申し込みください。

1. バイオデータを使って生物知能をロボットに埋め込んでみよう

2.  AIってどんなことできるの？バイオデータサイエンスの研究体験
-AIはヒトに感染できるウイルスを見つけられるのか？-

3.  PCR検査を体験してみよう −遺伝子組換え大腸菌の判定−

4.  光を操って生き物を調べてみよう
-バイオ研究に利用される発光と蛍光−

5.  琵琶湖は生物の宝庫：ガサガサで希少種を見つけよう！

6.  体の仕組みと不思議を体験しよう

事前
申込制



長浜バイオ大学は、滋賀県の湖北地方に位置しています。日本一大き

な湖である琵琶湖の中でも、特に水が綺麗な北琵琶湖まで歩いてわずか

３分。キャンパスからは、雄大な湖の景色が広がります。周囲は豊かな

自然に恵まれ、小川にはメダカやタナゴが泳ぎ、春には小鮎やヨシノボ

リが遡上してきます。湖岸の際ではナマズが産卵のために水面を揺らし、

夕暮れには光り舞う蛍、里山では希少種のヤマトサンショウウオを見る

ことが出来ます。この恵まれた環境の中で、私たちアニマルバイオサイ

エンス学科では、動物観察や野外調査を始め、たくさんの実験・実習

（生物多様性、実験動物学、食品科学など）を行っています。

今回は、キャンパスから野外に飛び出して、琵琶湖に注ぐ川の中を水

中カメラで観察し、実際に網を使って水生動物の採集（これを「ガサガ

サ」と言います）も体験します。採集した動物やプランクトンを、実験

室に持ち帰り、顕微鏡などを用いて詳しい観察を行います。また、採取

した生き物がどんな仲間のなんという動物かを調べます。どんな生き物

が採集出来るでしょうか？琵琶湖だけに生息している動物や、希少種・

絶滅危惧種など、貴重な生き物も出現するかもしれません。

お楽しみに！

みなさんは「光る生き物」と聞いて何を思い浮かべるでしょうか。

ホタル？初夏の闇に光りながら飛ぶ様子は幻想的ですよね。では、ウミ

ホタルと呼ばれる生物を知っていますか？海に生息する数ミリ程度の大

きさの生物で、昼間は海底の砂に隠れていますが、暗くなると砂から出

てきて夜の浜辺で光ることがあります。ウミホタルは敵から逃げるため

の目くらましとして光る物質を出すと言われています。これらの生物が

発する光は「生物発光」と言われ、化学反応「化学発光」で説明するこ

とができます。

このバイオ実験・実習では、みなさん一人一人に生物発光で起こって

いる化学反応をまねた実験を体験してもらいます。大学の実験でよく用

いるマイクロピペットの使い方を練習した後、試験管の中でいろいろな

化学物質を混ぜると、暗闇ですてきな色の発光が観察できるでしょう。

化学発光の仕組みが理解できたら、次にウミホタルを使って生物発光を

観察してもらいます。顕微鏡の下でウミホタルが発光する様子を見られ

るでしょう。最後に、ウミホタルの目くらましを体験できるかも・・・。

多くの生き物は「蛍光」という光も出しています。たとえば、日本人

のノーベル賞受賞で有名になった緑色蛍光タンパク質はオワンクラゲの

光の研究から発見されたものです。

発光や蛍光は最先端のバイオ研究の

いろいろな場面で利用されています。

今回の実験や観察を通して、バイオ

研究の一端を感じてみてください。

新型コロナウイルス禍で有名になった、PCR検査を体験してみましょ

う。もっとも、新型コロナウイルスを用いるわけにはいきませんので、

PCR検査により、普通の大腸菌と遺伝子組換え大腸菌を判定してもらい

ます。普通の大腸菌と遺伝子組換え大腸菌は、見た目では区別できませ

んが、PCR検査により両者を区別することができます。

PCR法は、微量のDNAを非生物学的に、短時間で増幅させる方法で

す。犯罪捜査におけるDNA判定や、病原体・ウイルスの判定、遺伝子組

換え生物の作出等、近年の遺伝子工学や遺伝子検査等では必須の技術で

す。普通の大腸菌と遺伝子組換え大腸菌のDNAを鋳型に、PCR法によ

り、両者で異なるDNA部位を増幅してもらいます。PCR法で増幅され

たDNA（PCR産物と呼ばれます）は、両者の間で長さが異なります。

PCR産物のDNA長は、アガロースゲル電気泳動により調べ、普通の大

腸菌と遺伝子組換え大腸菌を判定してみてください。

なお、新型コロナウイルスは、その遺伝情報をDNAではなく、RNA

にコードするRNAウイルスです。新型コロナウイルスのPCR検査には、

逆転写酵素反応と呼ばれる、更にもうワンステップの操作が必要ですが、

PCR検査の基本的な操作、判定方法は同じです。

本実験は、本学2年次学生実験でも

行われる、最も基本的な、そしてバイ

オテクノロジーにおける重要な実験の

一つです。最先端技術の一端を、

ぜひ体験してみてください。

3 PCR検査を体験してみよう
−遺伝子組換え大腸菌の判定−

コロナ感染のPCR検査を担当しているのは、臨床検査技師です。

知っていましたか？ このように臨床検査技師は病院の多くの場所で活

躍しています。今回はその中から3つの異なる分野を体験できます。

6 体の仕組みと不思議を体験しよう

尿検査 (一般検査)

尿が作られる腎臓の働きを検
査することで、どうやって病
気のサインを見つけるのか紹
介します。
(当日実際の尿は使いません)

尿をつくるだけでなく全身の血
圧のコントロールもしている腎
臓の標本を見てみよう。

5 琵琶湖は生物の宝庫：ガサガサで希少種を
見つけよう！

4 光を操って生き物を調べてみよう
−バイオ研究に利用される発光と蛍光−

微生物検査

感染症の病原体を見つけ、治療
薬の情報を提供します。今回は
自分の口腔内の細胞と細菌を染
色して顕微鏡で観察します。

生理機能検査

心電図検査や超音波検査を行う
領域です。今回は運動前後での
血圧の変化を測定します。


